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編 集後記 にかえ て

 本文 の考察で も述べた ことで あ

るが，調査を施行す る前に，一般

的に考えた ことと くらべて，い ざ

実際にや ってみ ると，いろいろ問

題がでて きた。そ れ らに つ い て

は，既 に，考察で述べたので く り

かえ さない。 ここではSCTの 調

査 について感 想を述べ てみた い。

 SCTと い うの は， 投影法 の中

で は比較的，便利で，手軽 な道具

で ある。そ して，我 々は，既に，

モラール ・サ ーベ イ，態度調査，

消費者行動な どの調査に も使用 し

た経験があ り， これ を質問紙に加

え ることに よって， よ り深 く，突

込んだ調査 が可能であろ うと考 え

た。そ して，面接 も加x3本 立 の

質量 二面作戦を考 え た わ け で あ

る。そ の結果は， まあ期待通 りの

成 果を得 るこ とがで きた。

 併 し， “予想外” とい うよ り，

著者 の観測が甘か った とい うべ き

で あ ろ うが，(も っと も，予測が

正 しか った ら，SCTを 施 行 す る

勇気は持 てなか ったか もしれない

が)SCT調 査 の整理 ・評価に厖大

な時間 とエネルギーを とられて し

まった。10数 人の 専門家 が 従事

したわ けであるが，それで ，殆 ん

ど1年 半かかって しまった。 その

ために，本報告書 も1年 お くれ て

しまった次第で ある。何が，そん

なに大変 だった のか。その点を少

し説明 させて欲 しい とい うことで

あ る。

 SCTは 目的に応 じて， い ろ い

ろな使い方 がで きるので，整理 ・

評1而に も，別 に画一・的 な方法が あ

るわけ ではない。

 ここでは本調査でや った二つ の

評価方法につい て述べ る。

 一つは タテの評価であ る。 これ

はSCT 60文 全部に眼を通 して ト

ータル ・パ ーソナ リテ ィをス ケッ

チす るや り方 であ る。 これが通常

の評価方 法で あ る が，SCT評 価

に習熟 した人 でない と，一・寸 ，困

難 であ る。併 し，我 々の グループ

に はSCT評 価が可能 なメ ソバー

が10数 名参加 していた。従 って，

簡単 とい うわけではないが，可能

で あった。

 も う一一つ は， ヨコの 評価であ

る。 これは，例えば 「私の父」 と

い う刺激語に対 す る反 応か ら，父

に対 す る態度を見 ようとい うもの

であ る。そ して，それ が，性 ，年

令，学歴 ，地域 な どに よって， ど

の ようになっているかをみ よ うと

い うもので ある。そ うすれば，一

応 ，質 問紙 とも対応 が つ け られ

る。 併 し，そのためには， 「私の

父」 とい う刺激語に どんな反応が

現われ るかを書 き抜いて評価のた

めの基準書をつ くる必要があ る。

そ して，そのためには，厖 大な反

応 を整理 して，内容分析(い わゆ

るKJ法)を す る必要が ある。 こ

れ は反応 を公共的 ，帰納的 に整理

す るた めには必要 なステ ップで あ

るが，時間 とエ ネルギーを要す る

甚だ疲れ る作業で ある。 この作業

を30刺 激について行い，基準書

をつ くり，それに則 って評価をす

るのに1年 半かか って しまった と

い うことであ る。

 但 し， この基 準書 は，基本的 に

は今後ず っ と使用 できる もので あ

るか ら(そ うで なければ，比較 も

で き な い)， この調査を行 う上で

は貴重 な財産で ある。

 この他に も，今回 の調査か ら学

んだ ことは多い。 これ らの経験を

生かせば，今後は， もっとスマー

トにやれ ると期待 してい る。

 この調査 に皆で悪 戦苦 闘 した グ

ループのメ ンバーに本 当に御苦労

様 で した と御礼を述べ て筆を擱 く

次第 である。

          (槇 田)

，一；e，，.簸滋 懲 暁甲憲 斎熏蕊藷 臓 羅黷}覊 一孤撥無τ二1ポ鰲τ 蕪 叢鯊}礪 藍再 「■ 一：：穩簿 蘿 飄

慶應義塾大学産業研究所社会心理学班研究モノグラフ

  組 織 行 動 研 究(第23号)

   責任編集  槇田 仁 ・南 隆男

   KEIO STUDIES ON
ORGANIZATIONAL BEHAVIOR AND

HUMAN PERFORMANCE NO.23

     MARCH 1993

発行

〒108東 京 都 港 区 三 田2一 一15-45

慶 應 義 塾 大 学 産 業 研 究 所

電 話03一(3453)一5640(直 通)

    〈平成5年3月28日 〉

印刷

〒104東 京都 新 宿区 高田馬場3-8-8

株 式 会 社 国 際 文 献 印 刷 社

電 話03一(3362)一9741(代 表)

    〈平成5年3月21日 〉

■飜 飆 ：谿黷驫 ゼ議 覊飜 驫驪露 黶 鑼 雛 一写澱.…購瓢 ，『撫 嬬譱；蕉 灘礪 ：綴 飄


